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運動量と､骨格筋のタイプ変化の間には、CaNとHSPが関係しているようだ

*

0

100

200

300

400

R
el
at
iv
e 
H
sp
72
 c
on
te
nt
 (
%
)

R
el
at
iv
e 
ca
lc
in
eu
rin
 c
on
te
nt
 (
%
)

Exp. 1: Soleus Exp. 2: Plantaris

*

0

50

100

150

200

250

Exp. 1: Soleus

*

*(A） (B）

Imm Cont Hyp Imm Cont Hyp

Exp. 2: Plantaris

Cont Cont

下肢固定により萎縮したヒラメ筋（Exp.1）では、HSP72、カルシニューリンとも
に発現量が低下し、代償的に肥大した足底筋（Exp.2）では、両者ともに増加する
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運動による筋の収縮活動の増加、あるいは運動不足やギ
プス固定による活動量の減少に際して、骨格筋のタイプな
どがダイナミックに変化することが知られています。このよ
うな変化に、タンパク質脱リン酸化酵素であるカルシニュー
リン（CaN）が密接に関係する。
さらに熱ショックタンパク質（HSP）も割拠していると
考えられます。
本研究ではラット骨格筋を、共同筋切断により肥大させ

た場合、またはギプス固定より萎縮させた際のCaNとHSP
の発現量を調べました。その結果、筋が肥大した場合には
CaNとHSPの発現量は増加し、萎縮した場合には減少しま
した。これらの結果はCaNとHSPの発現と筋のサイズの変
化と関連することが示唆されました。
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